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議
員　

全
国
に
先
駆
け
て
企
業
誘
致
に

取
り
組
み
、
全
国
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
企

業
誘
致
の
結
果
が
、
本
県
に
も
た
ら
し

た
こ
れ
ま
で
の
成
果
は
。

知
事　

日
野
自
動
車
や
雪
印
メ
グ
ミ
ル

ク
な
ど
最
近
十
年
間
で
年
平
均
約
六
十

社
に
立
地
い
た
だ
い
た
。
平
成
十
五
年

か
ら
昨
年
末
ま
で
の
立
地
企
業
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
一
万
五
千
人
超
の
新

規
雇
用
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
企
業
誘

致
は
、
働
く
場
の
確
保
や
税
収
の
増
加
、

地
域
の
経
済
活
性
化
に
寄
与
し
、
人
口

減
少
対
策
に
も
大
変
有
効
と
考
え
る
。

議
員　

盲
学
校
や
聾
学
校
の
子
供
た

ち
へ
の
支
援
や
、
施
設
の
改
修
・
更
新

を
含
め
た
学
習
環
境
の
整
備
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授

業
改
善
や
長
寿
命
化
の
視
点
に
立
っ
た

施
設
の
適
切
な
維
持
・
更
新
な
ど
、
視

覚
や
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒

の
自
立
と
社
会
参
画
を
目
指
し
、
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
学
習
環
境
の
整

備
に
取
り
組

む
。

（
ほ
か
に
、高

齢
者
お
よ
び

子
供
の
貧
困

対
策
、
難
病

患
者
へ
の
取

り
組
み
な
ど

も
質
問
）

議
員　

子
供
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
※

が
落
ち
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
非
常

に
危
惧
し
て
い
る
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ

ス
ト
※
の
よ
う
な
有
効
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
、
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育

を
推
進
す
べ
き
だ
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

研
修
講
座
に
お
い
て
ラ
イ
フ

ス
キ
ル
に
関
す
る
内
容
を
盛
り
込
み
、

教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
に
お
け
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
趣
旨
を
浸
透
さ
せ
る
な
ど
し

て
、
今
後
と
も
子
供
た
ち
の
生
き
る
力

を
育
む
教
育
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

議
員　

県
民
の
お
も
て
な
し
力
の
向
上

と
と
も
に
、
専
門
的
な
窓
口
を
空
港
や

駅
な
ど
本
県
の
入
り
口
に
当
た
る
場
所

に
設
置
し
、
観
光
客
を
迎
え
る
体
制
を

整
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
県
の
お

も
て
な
し
を
ど
う
推
進
す
る
の
か
。

商
工
労
働
観
光
部
長　

窓
口
担
当
者
は

も
と
よ
り
、
広
く
県
民
の
方
々
に
「
観

光
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
取
得
を
働
き
掛
け

る
ほ
か
、
県
内
各
地
域
で
「
お
も
て
な

し
講
座
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
全
県
的

な
お
も
て
な
し

の
推
進
を
図
っ

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
待

機
児
童
の
解
消
、

認
知
症
へ
の
対

応
と
対
策
な
ど

も
質
問
）

福地　源一郎 議員
いばらき自民党
日 立 市 選 出

一括方式

議
員　

取
手
・
竜
ヶ
崎
圏
域
の
障
が
い

者
入
所
施
設
は
人
口
十
万
人
当
た
り
三

十
四
人
と
少
な
い
。
七
十
歳
の
父
親
は

「
取
手
か
ら
息
子
が
い
る
大
洗
ま
で
週

に
一
回
通
っ
て
い
る
が
、
あ
と
何
回
会

え
る
の
か
」
と
言
っ
て
い
る
。
入
所
施

設
を
増
や
す
計
画
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

知
事　

近
年
、
施
設
の
新
設
な
ど
は
民

間
で
の
実
施
が
主
流
で
あ
る
た
め
、
地

域
の
実
情
や
広
域
で
の
利
用
調
整
状
況

を
踏
ま
え
、
入
所
施
設
の
新
設
や
定
員

増
に
つ
い
て
社
会
福
祉
法
人
な
ど
と
話

し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

震
災
後
、
全
国
で
起
き
た
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
五
以
上
の
地
震
の
四
分
の

一
が
本
県
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ

ど
の
地
殻
変
動
が
起
こ
る
中
、
国
任
せ

で
は
県
民
の
命
は
守
れ
な
い
。
東
海
第

二
原
発
の
再
稼
働
中
止
へ
の
決
断
は
。

知
事　

日
本
原
電
で
は
、
地
震
の
都
度

施
設
を
点
検
し
、
新
た
な
異
常
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。
県
で
も
、
東
海
第
二

発
電
所
の
安
全
性
を
し
っ
か
り
と
検
証

し
、
再
稼
働
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
を
踏
ま
え
判
断
し
て
い
く
。

︵

ほ
か
に
、

取
手
競
輪
場

の
廃
止
と
街

づ
く
り
、
就

学
援
助
制
度

な
ど
も
質

問
）

議
員　

先
般
開
催
さ
れ
た
北
関
東
磐
越

五
県
知
事
会
議
を
踏
ま
え
、
福
島
第
一

原
発
事
故
に
伴
う
風
評
被
害
対
策
、
茨

城
空
港
に
お
け
る
国
際
線
の
就
航
対
策

に
つ
い
て
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

風
評
被
害
対
策
に
係
る
食
品
の

輸
入
規
制
解
除
に
つ
い
て
は
、
国
へ
の

要
請
な
ど
を
粘
り
強
く
継
続
す
る
ほ
か
、

徹
底
し
た
放
射
性
物
質
検
査
を
着
実
に

実
施
す
る
。
国
際
線
の
就
航
対
策
に
つ

い
て
は
、
海
外
の
航
空
会
社
に
対
し
、

着
陸
料
の
軽
減
措
置
に
加
え
、
茨
城
空

港
の
特
長
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

議
員　

宿
泊
観
光
客
の
受
け
入
れ
体

制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
宿
泊
施

設
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
む
の
か
。

商
工
労
働
観
光
部
長　

増
額
の
補
正

予
算
を
計
上
し
た
「
宿
泊
施
設
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
支
援
事
業
」
な
ど
に
よ
り
、

施
設
の
整
備
・
改
修
を
支
援
す
る
ほ

か
、「
い
ば
ら
き
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
」

の
取
得
促
進
に
よ
る
従
業
員
の
接
遇

ス
キ
ル
向
上
な
ど
に
つ
い
て
も
取
り

組
む
。

（
ほ
か
に
、
県

内
農
産
物
の
輸

出
拡
大
、
中
学

校
で
の
部
活
動

休
養
日
に
関
す

る
問
題
な
ど
も

質
問
）

中村　　修 議員
いばらき自民党
取 手 市 選 出  

一括方式

志賀　秀之 議員
いばらき自民党
北 茨 城 市 選 出

一括方式

上野　高志 議員
日 本 共 産 党
取 手 市 選 出  

一括方式

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
中
止

本
県
に
お
け
る
企
業
誘
致
の
成
果

盲
学
校
お
よ
び
聾
学
校
の

子
供
た
ち
へ
の
支
援

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
の
推
進

宿
泊
施
設
の
魅
力
向
上

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

北
関
東
磐
越
五
県
知
事
会
議
を

踏
ま
え
た
今
後
の
展
望

本
県
の
お
も
て
な
し
の
推
進

　

決
算
特
別
委
員
会
（
鈴

木
亮
寛
委
員
長
）
で
は
、

九
月
十
五
日
に
付
託
さ
れ

た
「
平
成
二
十
七
年
度
茨

城
県
公
営
企
業
会
計
決
算

の
認
定
」
ほ
か
一
議
案
に

つ
い
て
、
九
月
二
十
六
日

に
委
員
会
を
開
催
し
、
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、

公
営
企
業
を
所
管
す
る
企

業
局
、
病
院
局
、
土
木
部

の
各
部
局
か
ら
事
業
実
績

な
ど
の
説
明
を
聴
取
す
る

と
と
も
に
、
監
査
委
員
に

決
算
審
査
意
見
を
求
め
、

詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
九
月
三
十
日

に
付
託
さ
れ
た
「
平
成

二
十
七
年
度
茨
城
県
一
般

会
計
及
び
同
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
」
に

つ
い
て
、
閉
会
中
に
委
員

会
を
開
催
し
部
局
ご
と
の

審
査
を
行
い
、
第
四
回
定

例
会
の
会
期
中
の
委
員
会

に
お
い
て
総
括
質
疑
、
採

決
を
行
う
予
定
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

ことば ※【ライフスキル】…世界保健機関（ＷＨＯ）は「日常のさまざまな問題や要求に対し、より建設的かつ効果的に対処するために必要な能力」と定義している。
※【ライオンズクエスト】…ライオンズクラブが普及活動をしているライフスキル教育プログラムのこと。

本県に立地した雪印メグミルク
阿見工場

おもてなし県民大会の様子

茨城空港にさらなる国際線の誘致を

一般質問（要旨）

９
月
12
日︵
月
︶

　

福ふ
く
ち地　

源げ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

上う
え
の野　

　

高た
か
し志　

　
　
︵
日
本
共
産
党
︶

　

中な
か
む
ら村　

　
　

修
お
さ
む　

　
　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
13
日︵
火
︶

　

志し

が賀　
　

秀ひ
で
ゆ
き之　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

二ふ
た
か
わ川　

　

英ひ
で
と
し俊　

　
　
︵
民　
　

進　
　

党
︶

先ま
っ
さ
き㟢　

　
　

光
ひ
か
る　

　
　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
14
日︵
水
︶　

　

八や
し
ま島　

　

功い
さ
お男　

　
　
︵
公　
　

明　
　

党
︶

　

石い
し
だ田　

　
　

進
す
す
む　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

磯い
そ
ざ
き崎　

　

達た
つ
や也　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
15
日︵
木
︶

　

石い
し
い井　

　

邦く
に
か
ず一　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男　

　
　
︵
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
︶

　

本ほ
ん
ざ
わ澤　

　
　

徹
と
お
る　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者


